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部長　川崎　英樹

1研究主題｢子どもが実感できる教材研究｣

2　研究の概要

昨年度より､新学習指導要領に従って本格的に授業が展開された｡各学年の学習内容もより分かり

やすく指導していかなければならない｡

今年度の理科部では､より分かりやすい授業にしていくために､子どもたち1人1人が実感できる

教材研究をどのように取り組んでいったらよいか研修を実施した｡

4月23日(火) ｢組織の構成･役割分担､事業計画の作成｣　水原小学校理科室

6月1 1日(火)野外研修｢薬用植物と野草の観察｣　五頭薬用植物園

11月26日(火)単元研修｢6年　人と環境｣　水原小学校理科室

3　研究の実際

(1)野外研修｢薬用植物と野草の観察｣

①　講　師　　三市北蒲原郡地区理科センター　長谷川　徹　専任所員

②　場　所　　五頭薬用植物園(新潟薬科大学薬用植物園　五頭分園)

③　参加者　10名.

④　研修内容　薬草や野草の観察

(2)単元研修｢6年　人と環境｣

①　講　師　　三市北蒲原郡地区理科センター　長谷川　直紀　協力員

②　場　所　　阿賀野市立水原小学校　理科室

③　参加者　11名

④　研修内容　手軽に入手できる材料で製作した自作教材を使った実践研修と地域素材の紹介

4　成果と課題

専門部研修は大変意義があった｡この研修で学んだことを子どもたちに伝え､関心を持たせられる

ようにしたい｡ 2回とも理科センターから指導者を招いて,分かりやすく教えていただき,充実した

研修になった｡単元研修では教材を用いた実験を実際に行い,才受業でどのように活用するかを考える

ことができた｡今後とも部員のニーズに応えた内容で研修が行われるようにしていきたい｡


